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昨年 11 月に諏訪市で開催されました「子どもの権利条約フォーラム2 0 0 7 in ながの」は、おかげさまで子ども

達の未来にとって、大変意義あるフォー ラムにすることができました。一生懸命 自分達で考えて行動し、感動を

与えてくれ た多くの子 ども達をはじめ、全国各地から本フォーラムにご参加 いただいたみな様 、裏 方でいろいろ

お手伝いいただいたみな様、また縁の下で支えてくれた事務局のみなさんに厚 くお礼 申し上げます。

本フォーラムの子ども実行委員会の子 ども達が考えた 「ぼくらにも言いたいことがある」というサブタイトルは、

いっの間にか、子どもと大人の関係 が、大人からの一方的な押 し付けによる関係 になってしまっている社会の中

で、子ども達が 「ねえねえ、ぼくたちの声も聴いてよ」と必死に訴えかけているS O S なのです。フォーラム最後

の締めくくりを子ども実行委員会 が全て企画担 当しました。当 日、子 ども達はそれぞれが 自分の言葉で語り、会

場からも子ども・大人それぞれ の立場から本音を吐露した発言をいただき大きな感動のうちに終わることができま

した。

今回のフォーラム開催 による最大の収穫 は、「子どもの権利条約」を基盤としたネットワークが諏訪地域を中心

に長野県下に初めてできたことです。長野県は、全国唯一青少年健全育成条例がない県ですが、最近は市町

村に規制条例制定の動きが出始めています。しかし単に規制するだけで は子どもの発達や参加 の権利を保障

することはできないことを私 たち はこのフォー ラムで 学び ました。

このことをネットワークを通して、より広汎な人々に投 げかけ、「子 どもの権利条例 」の制定に繋 げる努力をして

いく所存です。

この 「子どもの権利条約フォーラム 20 0 7 in ながの」報告集が、ひとりでも多くの方 々の 目に触れ、みんな

が力 を合 わせ「子 どもにや さしい まちづ くり」を 目指 す きっか けになることを心より願 ってお ります 。

実行委員長 北川 和彦
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I I 月 I T 8 （土）

＜ 文化センター ホール＞

1 3 ：0 0

1 3 ：1 0

1 3 ：2 5

1 3 ：3 0

1 4 ：1 0

＜ 文化セ ンタ

1 8 ：0 0

フフ■－ ラ ム の「 是⊂lグ 王ラム

オーつニンヴ・全件会

太鼓演奏

ミニ ミュー ジ カル

「僕 らの フィー ル ド」

開催 あいさつ

基調講演

「子 どもの権利条約・今」

みん なでシンポジウム

「こんなまちに住みたい」

2 階 第 2 集会室＞

交流会

I I 月 I さ 8 （8 ）

9 ：0 0

9 ：3 0

1 2 ：0 0

受付

分科会

＜ 文化セ ンター

1 3 ：0 0

足長剛勇太鼓

N P O 法人すわ子 ども文化ステー シ ョン

表現活動 「フィール ド」

制作・指導 ミュージカル劇団 イ ッツ・ フォー リーズ

実行委員長 北川 和彦

講師 喜多 明人 氏 （
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裕さん

敏臣さん

義登 さん

宏明さん

彰子 さん

みんなで楽 しく、

みん なで語 ろう ！」

も

自分たち中高生の居場所が欲しい、

中高生 でもやればで きる ことを大

人 たちに知 って ほ しい、

ぽ く達 には夢が ある。

そんな想いを大人にぶつけ、

大人の意見から学び、

そ うして出来上が った

中高生のための居場所、

それ が C H U K O らん どチ ノチノ。

（初代運営委員長 半田 裕 さん）

分科会・ りレート一々・「傍らにだ っこ 言いたいことがある」

お昼休み

ホール＞

リ レー トー ク

「 僕 らにだ って、

言 いたいことがある」

閉会の あい さつ

文化セ ンター

1 4 分科会 各会場

ホウ イ エ

各分科会よ り報告

子ども実行委員会

q

副実行委員長 矢野 要子

（N P O 法人すわ子 ども文化ステー シ ョン）
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重昭和 6 1 年 （1 9 8 6 年）、青少年育成会・ P T A が中心 とな り、足長大明神の神 ：

■

…楽太鼓を装 いも新たに復元する形で誕生 しました0 地元の小中学生を主体に活動 …

…し、練習では青少年の心身練成やスポーツ性・芸術性に力を注いでいます0 董

壬諏 訪市内外の祭 りやイベ ン トに も数 多 く出演 して います0 苫

■

l t＝ ＝■‥‥… … … ‥－＝… ＝… … ■■■■… … ■I… ■■… … … ■l■… … … … ■… … ■＝－… … tl■■■… ‥… ′

フィー ル ド

長剛勇太

■＝＝ －＝ I‥■■‥ －＝ ＝＝ ■■■■l■■■■■＝ ■… ■I1－‥ l‥l■t I‥ －‥ 一‥ ■‥ ■＝ ‥ ■＝ ‥ l＝ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ■11 I■‥ －＝‥ t■■■■■

；2 0 0 1 年 「表現す る力」「子 どもの育 ち合 いの場 所」 との思 いか ら、「フイ ；

章一ル ド」 と して 、子 ども支援 事業の一環 と して発足 しま した0 ミュ‾ ジカル ；
●

：カンパ ニ イー、イ ツツ フォー リーズの プロの力 をお借 りして、ダ ンス・歌・芝 ：
■

；尉 こ取り組んできま した。異年齢 （′悼 1 年生から大人まで）の中で育ち合 ；■

■

：い、 自己表現 の力 を育 んでい ます 。また 、子 どもばか りでな く、大人の育 ち ；

；合 いの場 と しても、大切 な居場所の ひとつにな っています 0 ・
＝＝ ■‥ －一一‥＝ ‥ ■＝‥ I＝ －‥－‥ ＝ ＝ ‥ lI l l‥ ‥ ●l‥＝ ＝ ■＝ ‥‥ ‥ ‥ ＝ －＝‥ －＝ ■＝■■＝ ‥ ＝ ‥‥ l‥ ■‥ ■■■■■＝－

開催あい士つ

■一■■■‥■1‥■■■■‥－＝‥‥‥＝■■■■■■＝＝ ＝ ■＝＝●＝ ●l＝＝■■＝ ‥‥… ■‥… ●■‥…

圭この二 日間で全国か ら約 4 0 0 人 の方の劾 口が予定 されていま丸

…あ りが と うござい ます 。

童今回のテーマ 「僕 らにだっていいたい ことがある」は子 ども実行委員が作ったもので丸

≡女子生徒が多い実行委員です が敢 えて 「僕 ら」 と言匝った ところに、

童子 どもたちの意気込みが感 じられます。
書この二 日間‥・…

童子 どもたちは自分 たちの気持 ちをオープンに出 してほ しい。

舛

／こ ハ

…そ して大人は、その気持 ちを理解 しよ うとしてほ しい。
董また 、子 ども の声 を聴 き、問 題 を解 決 す る とい うこ とは ど うい うこ とな のか 勉強 して ほ しい0

実 りの多 い 二 日間 に なっ て ほ しい と思 い ます去

ヽ■＝ ■■●■‥ ‥ ‥ ‥‥ 11■■■■■＝■＝ ■■＝ ＝■■■■＝ ＝＝ ＝ ■＝ ＝ ＝＝ ■＝ ＝ ＝■●＝ ■‥ ‥‥ ■－t－1■‥‥ ＝ ●‥ ‥l■■＝ ■■‥一＝ ＝ ■■‥ ‥‥ ■‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ＝‥ ‥ ■1●－●l



産声

講師 子 どもの権利条約ネ ッ トワーク

代表 喜 多 明 人 氏

○子どもの権利条約の歴史

国際連盟が提唱

「子 どもの権利 を保障 しない と人類が生 き残れ ない。

人類が子 どもに対 し最 善のものを与 える」

国際連 合が 1 9 8 1 年採択。 1 9 9 4 年 、 1 5 8 番 目に 日本批准。 現在 1 9 3 国が批准 してい る。

○私たち、子どもの権 利条約ネットワークでは 、真 に根付か せるため 、1 9 9 3 年よりフォーラムを始め 、

今 回で1 5 回 目になります。

このフォーラムでは、「知 る」 「地域 での子 どもの権利 の実現」 「実践交流」 とい う願いの もと、

全国各地で開催 し続けています。

〆盾 ○子 どもの権利条約には 4 つの柱がある。

・生きる権利 ・発達する権利 ・参加する権利 ・ 守られる権利

現代は子 どもに とって不利 な社会です。 少子化で、子 ども一人 に対 し、大人 6 人。

大人のほ うが強い し、大人 の過干渉 とい う現実の中、子 どもは 自分 を出せない

その結果 「僕 ってやれ るんだ」そんな自己肯定感が薄 らいでいる、育たない。

そして、い じめや 自殺。様 々な弊害が出ていますム

そんな子 どもたちに対 し、 自分 らしく生きていいんだ よ。それが子 どもの権利条約。

でも、「権利」つて、誤解 されやすい言葉ですよね。

いいイメージがない。例 えば、子 どもに権利 を与えるとわがままになる

自己中心的な人、権利 を与えるな ら、義務 も教 えな くては…な ど。

でも、子 どもに義務が発生す るとした ら、自分 の権利 を行使する際、他人の権利 を尊重 しない といけない義務。

例えば、授 業中に騒 ぐ生徒、表現する自由を行使す る。

しか しそれは、他の生徒の、勉強す る権利 を侵害 している。 これ はいけない。

そして、子 どもの権利 に対 があるとした ら、子 どもの権利 を保障す る大人の、国の義務 であ る。

声酔 夢辞姉 ○第 8 回の群馬では、

「権利 を認 めるためには どう義務 を果たせばいい机 とい うゲームで、

地元 の高校生の 「権利 と義務は くっついてい る」に対 し、

大阪の高校生が「それはおか しい ！」と大激 論 とな り、徹夜の議論 にな りま した。

○また、福岡では、子 どもたちが 「大人が運営 して、

子どもはお客様。こんなフォーラムでいいの ？

自分たち も参加 したい」 と気持 ちを伝 え、

子どもと大人の関係 を確か めるいい機会 にな りま した。

脚下のカ齢 N G O と して 、

この フ ォー ラ ムの ほ か に も、

普及活動を 1 6 年間 しています。

もちろん中心は若い人、子 どもたちです。

しか しその活動 の縁の下の力持 ちはお母 さんたち。

1 6 年間例外な く、

子育て中のお母 さんたち。

忙 しいお母 さんたちが

なぜ ？

′ヽ ′ヽ

f

l  J

子ども権利条約に救われたんです。

子 どもが小 さい とき、必 死で した。

子育てにすべてをかけていて、

苦 しくな った、 つ ら くなった。

そんなときに子 どもの権利条約に出会い、

すべてを親 が背負わなくていいんだ…

む しろ子 どもに任せていいんだ…

子 どもが人 間 と して 生 きてい く力 は

教 えられ るのは半分、

あ との半分は、

子 どもが 自分 の 力 と意思 で 自分 を育 て てい く。

そう気付き、楽 になったのです。



計んなでシンポジウム

「こんな事ちに住計たい」

進行 平出彰子さん

自分たち中高生の居場所が欲 しい、

中高生 でもやれ ばで きるこ とを大人た ちに

知 ってほ しい、

ぼ く達 には夢が ある。

そんな思いを大人にぶつけ、

大人の意見か ら学び、

そ うして出来上が った

中高生のための居場所、

それが C H U K O らん どチノチ ノ。

茅野市の中学生、高校生世代の居場所 として中学生、

高校生たち と若者 を応援す る市民が話 し合いなが ら建設

された施設です。

子 ども建設委員を募集し、中学生 18 名、高校生 9 名計

2 7 名で会議を重ね機能や配置について意見交換を行い

ました。その後、利用上の規則や運営について話 し合い

平成 14 年 4 月にオープン しま した。

現在も、運営主体は子 ども運営委員会が行い、規則の

見直 しや 大きなイベ ン トを計画 した場 合には、考 え方や

内容 を市民のサポー ト委員会 との合 同会議によ り意見交

換を行 いなが ら実施 しています。

施設内容
・多 目的広場 ・キ ッチ ン

・ダンス室 ・バン ド室

・ 学習 室 ・ クラ フ トル ー ム

通常の開館のほか

・年 に 1 ～ 2 回の ライ ブイベ ン ト

・ アイ スキ ャ ン ドル

・ ダンス講習会

等を実行委員会が計画 して行っています。

最初の大人・子 ども実行委員会の とき、固い空気で、子 どもが発言 できる

雰囲気ではなかった。

「大人実行委員会の方は、出ていってもらえませんか」

→大人実行委員会 のメンバーが出て行 ってくれた。

→任せて くれているんだ と感 じた。

h ，こニ

≠J

半田裕 さん （チノチノ初代実行委員長）

「 大人 は子 どもをまず 信 じる、任 せる、 口は出 さない。

子 どもか ら相談を うけた ら、一緒 に話そ う」

これ を、大人実行委員会 は、準備段階 か ら、現在の運営 にも通 してい る。

〈 希望〉

ほっとして もらい、その上で地元に 目を向けて欲 しい。

卒業生には、ぜひ茅野市へ戻 ってきてチ ノチノの面倒 を見てもらいたい。

矢崎敏臣さん（大人実行委員長）

平成 1 4 年子ども家庭支援計画に基づき活動が始まったが、

駅前 ビル の有効利用のチャンス と、強い要望を行政が受 け入れ ることができた。

便利な街 が住みよい街 とは限 らない。

市民はゲス トではな く、「主 体」。
牛山義登 さん （当時行政担当）
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4 つの柱の うち、「生きる」「発達」「守 られ る」は否定 しよ うがない。

しか し「参加す る」権利は理解 しづ らい、意見の分 かれ る権利です が、

チノチノの事例は、模 擬体験ではな く、実体験の中で権利 を保障 した といえます。

市民の意見 を聞 くとい う行政の姿勢

大人が席 をはず した とい う、子 どもを信 じて任 せる大人実行委員会の姿勢、

腰が据わっていた。

内田宏明 さん （社 会福祉 士）

アンケー ト回収 と休 憩

アンケー ト用紙 をもとにい くつか の 質疑 応答が 行 われ 、その 後 、次 の ような、シンポジ ウム の あ り方 につ

いての厳しい意見が出され、それに対し、実行委員が思うところを述べました。

・ なぜ壇上 に子 どもがいないの ？

・話が長 くて飽きて しまった。

・ 子 どもが壇上 に上がれないのであれ ば、会

場の 子 ど もが 自分 の こ と と して 聴 け る内 容

にしてほしかった。

・子 どもの生 の声を出す方法は他 にもあった

はず。 川西市の高校生

長野県、諏訪 の現状だか らしょ うがない－

ではない。 これは大人の責任。

ビデオを撮 る とか方法 はあったはず。

せめて、子 どもた ちにわかる話 を してほ し

かった。

川崎市子 ども会議のサポーター

子どもが壇上にい る、いないで

はなく、実行委員会へ投げかけ

られている問題 ですこ

来年開催地三重県の実行委員

⊂⊃
J

こ：⊃

言い訳にな ります が、これ が、子 どもの権利条約、ひいては子 どもの権利に対す る長野県 の、諏 訪の現

状です。 この フォー ラム 、シ ンポ ジ ウム の準 備 をす る中 で 、子 ど も とどの よ うにパ ー トナ ー シ ップ を と

っていった らよいのか、実行委員 も悩み ま した。

シンポジウムでは子 ども主体 とは言 えない分、交流会、分科会、閉会式には子 どもがいいたい ことを言

えるよ うに しよ うと、話 し合 い ま した。

たしか に、 も っ とや りよ うはあ っ たの か も しれ ませ ん。

だか らこそ、このシンポジウムで、会場 の皆 さんからの意見をた くさんお聞きす る時間を取 りま した。

ご指摘 い た だ くこ とが、 ス ター トにな る と考 えた か らです。

皆さん とのつなが りを大事に しなが ら、長野の権利条約 のスター トに していきたい と思っています。

●暮■－■‥‥＝＝ ＝ ■■■■＝ ＝＝＝‥… ■■■‥●■■‥■‥‥＝＝ ＝＝＝ ■■■■＝■‥‥■■■－l
■
■

…子 ども実行委員会、頑張っています。

…諏訪の子 どもたちに声 をかけて くだ さい。

萱地域の人間だけでな く、いろんな子 どもと、

…いろんな大人 とかかわ りを持 っていけた ら、 ．
■

童それが諏訪の一歩です。 ：

：・・‥‥＝… ＝ … … ＝ ＝＝＝・…・‥‥・・・・‥‥・＝＝… ．．．．… … ．．．■＝‥・・・l・■
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市

シンポジ ウムに参加 していて、不満

はない。退屈 してい る人 もいるけれ

ど、楽 しくや ろ うがモ ッ トー ！

交流会、分科会に力 を入れま した。

子 ども実行委員会



乗流会 呼
子ども実行委員会 のアイデアで

動物の絵 を背 中に張 り（本人は何の絵 かは知 らない）、

お互いにその絵が何か を会話の中か ら探 り、

グル ー プ を作 る こ とか ら始 ま りま した。

そのグルー プでテーブル を囲んで、軽食 をとりなが ら、

交流会のスター トです。

予想以上に多 くの方に出席 いただき、

賑 や か な、実 りあ る交 流会 とな りま した。

最後 には 、そ の絵 を こん なに貼 り付 け て も らった 子 も‥‥‥。

魯

皆

ち1

1 ■

繋〕

＼

∬J那

ふ

ち

●′

●

′

節

し券
一三

1 転 二

ゴヤ’守 湊
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魂



2 8 日分科会

1 0

タイトル 内容 対象 団体名

1

掲示板キター（・∨・）一

言えないことも

言っちゃえる…・・・

いじめって？

「いじめ」

つて聞いてあなたは何を考える？
身近にある「いじめ」について、
あなたの思いをぶつけてみよう。
子ども同士だから、
言えないことも言っちゃえる。

小4

l

高校生

子ども実行委員会

2
こんな気持ち知ってる？

一子どもと大人の本音－

親と子ども、先生と生徒。お互いたくさ
ん伝えたいことがあるはず。
まずは、ワークショップで大人は子ど
も、子どもは大人の立場で話してみよ
う。そして、お互いの本音をぶつけてみ
ましょう。

子ども

大人
子ども実行委員会

3
「子どもの権利条約」

一入門ワークショップー

「子どもの権利ってなに？条約は？」
ゲームなどをしながら楽しく学びます。

子ども

大人

子どもの権利条約

ネットワーク

4 こんなまちに住みたい

・あなたの町では子どもの声が
“まちづくり”に生かされていますか？

・どうやって子どもの参加を支えていくの
か、事例をみながら考えましょう。
「子どもの権利条例」つてなに？
必要なの？

大人

子どもの権利条約

フォーラム200 7

in
ながの

実行委員会

5

みんなちがうんだね

－しょうがいのある子どもと
地域で暮らす－

・しょうがいのある子どもたちはどこ

で暮らしているの。どんなことを望
んでいるのか。困っていることは何
だろう。どんな関わりや支えができ
るのかな。

・地域の学校、養護学校での生活の
レポートから。

・街の中での居場所づくりを目指して
「ぽっけのおうち」からのレポート。

高校生

l

大人

この街福祉会

6

耳を傾けることから

はじめよう

一子どもの頃のワクワクを
忘れないぞ ！－

『大人のあなた自身が充実した人生を
送っていれば、子どもにだって大きな気
持で関われるはず。
子どもの可能性を、大人の勝手な判断

で摘み取るのではなく、子どものわくわ
くする、大好きなことをたくさん認めてあ
げましょう。
そしてあなた自身のワクワクすることを
思い出し、人生にとりいれる』
そんなワークショップを行います。

大人

長野県

チャイルドライン

推進協議会

7
子どもの人権

一今、学校・家庭・地域で－

いじめ、不登校の原因を他に求めるの
ではなく、学校・家庭・地域で、子どもと
関わる大人が自ら子どもに対する見
方・対処を謙虚な姿勢で見直す必要が
あるのではないでしょうか。
その手がかりとして、守られるべき「子
どもの人権」とは何か一緒に考えてみ
ませんか。
（ワークショップ形式）

大人 親育ちの会



1 1

8

インターネットと

携帯電話と子どもたち

－ネットの聞から
子どもを守りたし」

私たちの生活に突然入り込んできたイ

ンターネットや携帯電話。
「ネットって子どもにとってどうなの？」

と思っておられる方も多いでしょう。
まずはひかりの部分だけでなく、子ども
たちを取り巻く闇の現実をわかりやすく
解説します。
その上で、これからどうしたらいいのか
を一緒に考えていきましょう。
これは緊急課題です。

大人

N P O 法人

マザーポート・汀
ながの

9

子どもたちの身近で

自由に遊べる場をつくろう

ー公園とプレイパークー

子どもたちには、自由にのびのび遊ば

せたい、誰もがそう願うと思いますが、
現実は身近で自由に遊べる場所は少な
くなっています。
子どもたちにとってあそぴとは？どんな
遊び場？子どもたちの声も聴きなが
ら、夢の公園（プレイパーク）をみんな
で描いてみませんか。

子ども

大人

信州ハチドリ

ねっと沸～く

10

アフリカの小さな国

－マラウイの村の
子どもたち－

アフリカの南部にある

小さな国マラウイ。
電気も水道もない小さな村に私が 8 ケ
月間暮らし、そこで実際に見たマラウイ
の子どもたちの生活、遊び、学校の様
子を通して、アフリカの子どもたちがも

つ人権について考えます。

子ども

大人

ホうンティア専門学校

海外派遣員

11
C A P おとなワークショップ

C A P 子どもワークショップ

CA Pワークショップ
「子どもが暴力から自分を守るための
教育プログラム」

CAPとはChi】dAssau托Preve止ion の略
子どもも大人も自分と他人の人権の大
切さを学び、子どもの自信と勇気を引き
出すために学びあいます。

小3～6

の親子
C A P しなの

12 子どもに優しい環境づくり

子どもにとって大切な環境とは何かを

一緒に考えあいます。
・子どもに伝えたい、諏訪の里山、
霧が峰の自然についての話。

・循環型社会の大切さ！
「ペットボトル物語」人形劇上演

・シンポジウム形式

子ども

大人
環境プラザすわ

13

子ども支援力をU P する

ー受けそこねた
大人のための

性の学習講座－

思春期のリスクに向けた広い意味での
性を学習し、自尊感情を引き出す性の
しつけについて体験を共有します。

大人
性教育・人権教育

ネットワーク

14

親支援プログラム

－いきいき子育て
親の背中－

自信を持って子育てしにくい世の中に
なっています。
しかし、子どもはいつの時代でも親の
背中を見て育っていきます。子育てに
完全な親はいませんが、親自身が子ど
もにその姿が伝わり、楽しい育児がで
きるものと確信しています。
親同士が互いにサポートしあえる関係
作りを考えたいと思います。

N Pプログラム（カナダ生まれの親支援
プログラム＝完壁な親はいません）を
体験しながら、親の背中について一緒
に考えてみませんか。

大人 C U P in すわ
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第1 分科会 と

第 2 分科会 と

一緒にな り、

話を しま した。
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刊ごもの刷 約 一入円ワークショサー一
企画団体 ：子どもの権利条約ネットワーク

参加人数 ：2 4 名（大人1 1名、子ども13 名＜ 大学生含む＞）

1 ．分科会の内容

○自己紹 介

・ はじめに紙 にペンで記入し自己紹介する。

① 呼ばれたい名前 ②朝ごはんのメニュー ③ ひとことアピール

例 ①だいす けさん ②パン・牛乳 ③ 1才の息子と3才の娘

・ 次々に指名し、または席順 で、紙の内容を発表する。全 員が発表。

○アクティビティ1 ：イメー ジ他 己紹 介

簡単なゲーム

① 背の低い順にならぶ。（声を出さない、話をしない）

② 誕生 日順（1月～ 12月順 ）にならぶ。（声を出さない、話 をしない）

③ 知恵 の輪ゲーム（人 間知恵の輪）子どもとおとなの2グループ に分かれ 、遠くの人 とランダムに手をつな

ぐ。

手を離さず輪ができるようにがんばる。もつれ を解 いて一つの輪に戻す。

子どもは比較的早く輪ができたが、おとなは難航し、最後まで一つ の輪はできなかった。

○アクティビティ2 ：誉 め合 戦

5 人のグル ープに分かれ、とにかく仲間を誉める。

ひとりずつ立ち、その人をどんなことでも良いので一方的に誉める。

○アクティビティ3 ：この子 の願 い

一枚の写真、子どもの写真を配り、その写真 についてどんなイメージをもつのか考える。

大人と子どもで4 班に分かれ 、まず班で意見交換し全体で発表する。

・ 写真を見ながら

① 性別（男・女）

② 年齢何 歳か ？

③ 家族は ？

④ どん なところ に住 んで いる ？

⑤ 国・地域

⑥ 都市・町・村 ？

それぞれ 自分のイメージを紙 に書く。
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・ 写真の子 どもの思っていることを考えてみる

（丑 将来の夢

② や りたい こと

③ や りたくない こと

④ 言いたいこと

⑤ や ってほしいこと

⑥ や って ほしくない こと

それぞれ 自分のイメージを紙に書く。



祭√
1

：ト、

・ お互いに発表 しあう。林先生が板書し、まとめた内容 を全員で確認する。

生きる権利 仙 貧しい生活から助けて・豊かな国・お腹いっぱいご飯を食べる

育つ権和H 強をしたい・淋しい・あたたかい家庭・私を見て・

父母がいない（戦争で亡くなった）

守られる権利 戦争をやりたくない・平和を取り戻したい・人を傷つけたくない・

人を殺したり悲しませない・人を殺したくない・暴力・家の仕事をしたくない

参加す る権利トー 医者・看護士・人を助ける仕事・自由が欲 しい ・

自分の気持ちを話せる大人や友だちと出会いたい

★ この内容がそのまま‘‘子どもの権 利’’であることを確謎しあう。

○子どもの権利条約の解説

子 どもの権利条約に書いてあることを確認する。「子どもの権利条約」つて何だろう？

ユニセフ「子どもの権利条約カードブック」をみんなで見る。

1、生きる権利 2、育つ権利 3、守られる権利 4、参加する権利 を確認しあう。

≪何 も特別 なことで は なく、“あた り前 のこと ！その 通 りだ よ ！和 g h ts”≫

1 6



○アクティビティ4 ：シール で 仲 間づ くり

それぞれの背中に、白、青、赤、黄の色の違うシールを貼り、声を出さず 、話さず仲 間と思う人と集

まる。仲 間 をつ くろ う ！

塵基盤★林先生は色で仲間を作ろうとは、ひと言も言わなかったのに、全 員違和感 なく自然に色で分かれて

しまった。さあ 、そ の集 まり方 はどうなのだ ろう？

みんなが無意識のうちに、シール の色が同じ人同士で集まったこと、はたしてこれで良いのであろうか ？

★われわれの中に無意識のうちに、色で判断してしまうという意識 があるのではないか ？

肌の色などで差別してしまうことにつながるのでは… 。

★人間関係のあり方、仲間とはどんな存 在であるのか、もっと深めたい。

2、分科会を通して見えてきたこと、提言

最初の 自己紹介から、楽しく和やかな雰囲気の中、全 員が発言 し、参加型の分科会 となりました。実際に身体

を動か しな がら、様 々な種 類 の ゲ ー ムを行 う中で 、子 どもとお となが 距 離 をお くことなく、ひ とりの 同じ人 として関

わることができました。この一人ひ とりが尊重された 中での、分科会の流れがとても意義深いことだったように思

います。

実際のゲームや 関わ りの中から、自分 は他人か らどのように見 られているのか、また他人をどのように見てい

るのかを知ることができ、自己理解や相手 に対する理解 がより深まったように思います。同時に相 手を理解す る

ことや 相互 に理 解 し合うことの難 しさも学ぶ ことが できました。

特 に1枚の写真からイメージし想像するプログラムでは、私たちが普段 、あたり前のこととして感 じていること、

思っていることが、実はそのまま、子 どもの権利であること、また子どもの権利条約の根底であることが理解できま

した。

子どもの権利、それは、

1、生きる権利 2、育つ権利 3、守られる権利 4、参加する権利

≪何 も特 別なことで はなく、“あたり前 の こと ！そ の通 りだ よ ！和 g h ts”≫

であることを、小学生からおとなまで、異年齢の仲間が、個人 として尊重されたグル ープの中で、体験的に学

ぶことが できたように感 じます 。

この分 科 会を通 し、「子 どもの権 利 、子 どもの権 利 条約 って何 だ ろう？」ということを、子 どもとお とな が 、個 々 の

意識 の 中で確 か めることが できた ように思 います 。まず は知 ること、学 ぶ こと、そして 自分 の 問題 として とらえるこ

とが大切なのではないかと思います。本分科会をスタートラインに、ここから自分のスピードで、それ ぞれ が子ど

もの権利条約について深めていくことが、今後の課題だと思います。
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こん 1夢手 ち に 肋 た ■l 一子ゼもにや士u l手ちづくりと捗一
企画団体 ：子どもの権利条約フォーラム2 0 0 7 in ながの実行委員会

参加人数 ：市町村教育委員会、市会議員、教員、学生、その他合計3 3 名

ね らい

全体会のシンポ ジウム 「こんなまちに住み たい」では子 どもの居場所づ くりについて貴重 な意見を聞 く

ことが で きま した。 そ こで本 分 科 会 では 、 さ らに “子 どもにや さ しい ま ちづ く り ” をテ ーマ に、子 ど も

の権利を保障するために地方 自治体が果たす役割とその仕組み、地域で活動するいろいろな組織や団体が

どの よ うにか かわ るべ きか を理 解 す る こ とを 目的 と しま した。

1 、分科会の内容

○まず参加者が描 く子 どもにや さしいまちのイメージについて意見交換を した後，現在諏訪圏域内で行

われている子 どもが参加す る取 り組 みについて、以下の 2 例 を中心 にい くつかの事例が紹介 されま した。

① の取 り組み

原村では、平成 9 年度 には じめて中学生が議員 となって模擬言 を開催 しま した。

行政に対 し、ダイオキシン問題や行政は村 の自然 をど う守ってい くのか、高齢化社 会に対す る行政

の取 り組みな どの質問が され、 自分の住 む 自治体への強い思いが伺 える質問がな されま した。

②下諏訪町社（や しろ）中学校の藤井先生「よのなか科」の授業での取組み

「お金 と人生 と自分 の関係」「町長 さんと考 える予算審議 ロールプ レイ ング」「ゲー ムとのつきあい

方」など世 の中にある答 えのないテーマについて、その分野の専門家である大人が授業 に参加 し、子

ども達が大人 と共に考 えなが ら思考技術・情報編集力 を養 うことを 目的 とした授業で、藤 原和博 さん

（東 京都杉並 区立和 田中学校長） が提唱 されたものです。 その実践 が紹介 されま した。

○その後参加者 の皆 さんに 自由に発言 していただきま した。

主な発言 を項 目毎 にま とめま した。

（1 ）子 どもの現状

・ 子 どもたちが、置かれてい る現実・状況が良 くなっていない。

・ 子 どもとお となの意識 のズレを どう修正 して行 くのか⊃

・ 子 どもたちの事 を教育的、福祉的な 目線で見 るのはおか しい。

子どもたちが抑 え られてい る。それを消 し、

長野の子 どもたちが昨夜宿泊 した宿で、

－ラム開催 の中では じめてであ る。

先 ほ ど子 ども実行委員 の子 ど

れも子 どもの権利 だ と思 う。
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子ど ものエ ンパ ワー メ ン トを高 め る必 要 が あ る。

して い るの にはび っ く りした。今 まで の フオ

強してい るのに驚 いた とい う発言があったが、そ



（ 2 ）子 どもたちが言いたい こと、子 どもの立場か ら。

・ 子 どもは 自分たちの声や願い を持 っているが、お となはそれ を受 け止 めていない。

・ 子 どもたちの声 を正 しく受 け止めたい。

・ 子 どもの 自己肯定 感 を ど う支 援 して行 くのか ？

・ 子 ども自身が使 える制度や 仕組みを作 ることが必要。

・ 子 どもた ちに決 めて も ら うこ とで 、自分 た ちの学 校 、自分 た ちの ま ちだ と言 う自覚 が生 まれ る。

・ 自治体のいろいろな活動 に参加 し発言す ることで、「いつか戻ってきたいまち」と思 う。いつか

戻ってきたい とい うまちづ くりが必要ではないかっ二度 と戻って来た くないまちは、お となが威

張っているまちだム

・ チャイル ドライ ンへの 1 3 万件の電話の うち半分 は無言 である。 これ は、子 どもたちが抑えつ

け られ て い るか らプ己

・ 子 どもは身勝 手で も、初めは否定 しないでひたす ら聴 いてほしい。聴 くことが大切。

・ 参加す る権利 とは、大 きな声で りっばな事がいえることだけが意見表 明ではない。

・ 子 どもか らは 「自分 の リズ ムで 生 き させ て ほ しい」 とい うメ ッセ ー ジを受 け取 って い る。

・ 子 どもの声を聴 くための仕組みづ くりは大切だが、影 にまわって しまった子 どもたちの意見を

ど う拾 っ て行 くかが重 要 。 どの よ うに見 守 って行 くのカ㌔

・ 日本では 「発達」 とい う概 念には 「教育」が くっついてい るよ うに思 う。子 どもの 「成長」 の

中には個人差がある。

・ 教育が全てだ と、子 どもたちが今何 をしたいのか分か らなくなる。 自己決定できな くなる。

・ 自分 自身何がや りたいのか ？考える力 を身 につけることが大切。

（ 3 ）家庭のあ り方

・ 家庭の中で本 当に子 どもが大切 に されているのか疑問。

・ 今は世代間で同居 しないので、家庭内の家族の係わ りが希薄になって しまった。

・ 失って しまった 日本の古来の （昔 の）子育て環境 を取 り戻 さなければな らない。作為的で もお

とな が そ うい う環境 をつ く らなけれ ばな らない。

（ 4 ）学校のあ り方

・ 学校も、子 どもの声 を聴 きなが ら学校づ くりをす るべきであ る。

・ 人間 として本質的な参加 の欲 求がある。学校はそれを認 めるべ きである。

・ 子 どもの作業の安全のために体育館の器具庫の扉 を大 き くしてほ しい とい う声 をど うやって誰

に伝 え るの か ？

・ 高校の場合、子 どもの事 を考えた とき、最初に教育的な視 点がない と子 どもは育たない。

・ ステ ップ として、教師によるシナ リオ と子 どもた ちによる話 し合 いを繰 り返す ことが必要。

・ 子 どもは 、裏切 る こ と もす る。

・ 子 どもには教育 したほ うが良い。お となの指導 は必要である。

・ お とな として、教育的な視点が無 くて良いのか ？

・ 制服な ど自由化 を認 める と、子 どもたちは好 き勝手や りは じめる。

・ 子 どもたちは今 の学校に期待 していない。既 に学校に見切 りを付 け離れてい ってい る。 学校が

認 めない と生徒が学校か ら離れて行 く。

・ 学校に裏切 られ る思いが強いか ら、地域 に入 ってや りたい ことをや ろ うとす る。

・ 教師の意識 を変えて行 かない と学校は変わ らない。

・ 生徒が先生の枠 を超える恐怖 があるが、それ を認 める必要がある。

・ 学校では、教師の指導 によ り子 どもが参加す る形になって しま う。

・ 学校そのものが 「子 どもの居場所だ」 とい うテーマにな らないのはなぜ ？
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（ 5 ）行政のあ り方

・ 本来子 どもが持ってい る参加意欲、参加 の権利 を認 める必要がある。

・ 子 どもの意見が行政 を変 える。

・ お となたちの責務 として、お となの我々が具体的 な課 題を提起 しな けれ ばな らない。

例 えば、年齢 に応 じて子 どもが育つ権利 「発達権」 を行使す るためには、親子が向き合 う時間

をど う保証するのか。 日本 は先進国の中で最低の育児休 業率である。父親 と子 どもが向き合 う時

間 を国が保 障する必要 がある。

・ 先進国の中で 18 歳に選挙権 が認 められていないのは 日本 だけ。政治への意見表明権 を 18 歳の

子 どもにも認 めるべ きである。（ドイ ツでは 16 歳）

・ 美術 館な ど文化に関係する施設では、子 どもか ら料金 を取 るのは とんでもない話だ。

・ エデ ュケー シ ョン プ ロ グラ ム とエデ ュケー タがい る よ うな 国 もあ り、子 どもを大切 にす るた め

に具体的に何 をす るのか を考 えることが重要。

・ 子 どもに関す る全 ての行政 を一本化 しようとす る動きが始まってい る。

・ 富士見町では自治体の総合計画の中で政策の一部に「子どもの人権・最善の利益を尊重 します」

と入 れた。 これは全 ての政策・事業に対 して尊重す るとい うことで ある。

・ 兵庫県の川西市ではそれ専門のお とながいて、子 どもた ちの意見を真剣にな り時間をかけて徹

底的に聴 く体制がある。

・ 諏訪市では父親の教育への参加を考えている。息の長い仕事であるが、それをやっていかなけ

ればな らない。

・ 諏訪市では常にお となが中心になっているよ うな気 がす る。

・ 本 当に子 どもたちの視点に立って物事を考 えてい るのか疑問である。

・ 一部のまちづ く りにおいて行政サイ ドでイニシアチブを取ってい る方は、 もっともっとまちの

中のい ろいろな方の声 をヒア リング し、現場の意見を取 り入れてほ しい。

・ 自分が研究 している ミニ ミュンへ ン とか、 ミニ横 浜シテ ィー などでは、全て子 どもが主体 とな

り選挙の経験 を含 めた子 どもによるまちづ く りを疑似体験できる仕 組み もある。

（ 6 ）大人のあ り方

・ 子 どもにや りたい事 をや らせてあげる。や らせてあげよ うとい う気持 ちが足 りない。

・ 自分たちの未 来について、子 どもが意見 を表明する権利 をお となが認めるよ うに変えなけれ ば

な らない。他の国はお となが変 えていったが 日本ではまだ変 わっていない。

・ 昔 は自然 と共生す る中で、お となが成 長させ てくれ た。

・ 難 しい時代 になって しまった。そ うなって しまったのはお となの責任である。

・ お となは子 どもに対 して何 をしてあげることができるのか ？この分科会 の中で理解 して帰 りた

い。

・ 「子 ど もにや さ しい ま ちづ く り」 とは 、「大 人 にや さ しい ま ちづ く り」で ある。ま た 、家 族 に大

切 に され る こ とだ と思 う。 昔 は学 校 もの どか で 、子 ど ももた くさん いた。

・ 自分たちが子 どもの頃は、 自分 たち （子 ども）は信梼 されていた と思 う。

・ 過保護は、一番 子 どもをスポイル してい る。それを親子 とも ども理解 させ る必要がある。

・ この分科会で出 された意見の共通点は 2 つあると思 う。一つは、子 どもの参加 の重要性 ，もう

一 つ は、 お とな側 に問題 が あ る とい うこ とだ と思 う。

・ 声 の小 さい 、 陰 にま わ って しま う子 どもた ち を ど うす るか、 ど う守 っ てい くか とい う発 言 が あ

ったが、子 どもたちを信頼 し、子 どもたち自身 に任せれ ば、必ず子 どもたちが 自分たちで解決方

法 を考 えてい く よ うにな る。

・ いろいろなお となの声を、本音 をぶつけ合 いなが ら皆で考 えて行 くことが大切。

・ 完 全 な完 壁 な お とな と して子 ども と向 き合 わ な くて も良 い と思 う。
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（7 ）企業のあ り方

・ 父親 と子 どもの向き合 う時間を提 供す る中小企業に対 して、税 の減免な どを考えるべきであ る。

・ まわ りのお となが動いている事を子 どもが理解 し始める と、子 どもたち自身 が変わる。

（8 ）地域のあ り方、子 どもを育てる環境作 り

・ 子 どもの参加 は、 自分たちの地域を作ってい くのに大切。

・ 地域の中で子 どもを育てる環境づ くり、子 どもに係 わる各組織・団体 との連携づ く りが重要。

・ 子 どもとお となの良い関係 をつ くることは、地域力の向上に繋 がる。

・ 自分の子 どもの頃がちょ うど過渡期 にあった よ うに思 う。子 どもの意見 を取 り入れる仕組みづ

く りが重要 だ と思 う。

・ 子 どもの意見を聴 くことが大前提である。パ ラリンピックを例 にあげる と、使 う側 の意見を全

く聴 かないで物事が進 められ完結 された。子 どもと同じ視点で聴 くことが大切だ と思 う。

・ 社会の深層構造 を変 えて行 く必要 がある。時間はかかるか もしれないが、地道 に変えて行 くし

かない。

・ 子 どもたちといっ しょに地域の未来 を考えて行 かなけれ ばな らない。 自分たち （お とな）の意

識を どう変 えて行 けるか。 どうい う仕組みをつ くっていけるか考えたい。

・ 各 自治体の決定で、成人式 は 18 歳 でやった らど うか。

（ 9 ） 子 どもの居場所

・ まちの中ではす ごい施設だけが注 目を集 めるだけでな く、身の回 りにある 「居場所」にも注 目

し、例 えば 地域 のテ ニ ス コー トな ど、 もっ と子 ど もに使 え る よ うに して ほ しい。

・ 子 どもたちがい られ る場所が どん どん無 くなって行 く。具体的な行動 として何 かすべきである

し、何か してほ しい。

・ 川崎市 は先に条例をつ く り子 ども会議 を発足 させ たが、逆 に会議 を開催す る場所がな く、場所

を探すのに苦労 した。

（ 10） N P O のあ り方

・ 声 にな らない、な りにくい意見を拾 うためには、子 ども関係 の N P O がもっと力 を付 ける必要

がある。長野では自治体の中でのN P O の力 が足 りない と感 じる。

・ チ ャイ ル ドライ ンは ま ちづ く りの た めの N P O で あ る。

・ 昔の地域 を再生・ 再現するのは不可能である。昔 の地域に変わって役割 を果 た し力を発揮す る

のは N P O である。

・ 市民 性をもった活動を行 ういろい ろな N P O が、どのよ うに行政 と協働 して行 くかが鍵 になる。

・ 今 の子 どもたちは既に「めん どくさい」「めだちた くない」な ど地域 に出てこない状況が生まれ

てい る。 これを分析 し対応 して行 くためにもN P O を含むお となのバ ックア ップが必要。

（ 11）条例

・ 新潟市では子 どもの権利条例 をつ くっているが、広 く市民 に浸透 させ るためには どう周知 させ

て行けば良いか

・ 条例 をつ くっただけでは、市民に浸透 して行かない。具体的に子 どもの権利条例 をど う理解す

るかが重要。条例 をつ くる前段階か ら P R し市民 といっ しょに考 えて行 くことが大切だ と思 う。

・ 条例 をつ くらないでも 「子 どもの権利」が守 られ るべきであるが、やは り市民に深 く理解いた

だ くためには、条例 も必要である。

・ 子 どもの権利条約 とは一人ひ とりが愛 され てい く権利だ と思 う。 リーダー シップの取れ る子 ど

もた ち ばか りで な く、全 て の子 どもた ちの こ とをバ ラ ンス よ く考 え てい く こ とが大 切。

・ 教育委員会 でやってい ることをどのよ うに条例に繋 げていかれ るのか ？
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子 どもたちの声 を聴 くために、子 どもた ちの会議を どう進 めた ら良いのか考 えてい る。 しか

し、言い方が悪 いかもしれないが、子 どもをいわゆ る 「お子様」に した くなレ㌔

小金井市では、市長が議会で提案 しなかったので条例づ くりが止まっている。

策定委員会にはがっか りした。個人的な経験や思い出や思い込みは、今 の条例には取 り入れ

るべ きでない。

C H U K O らん どチ ノチ ノ ためにも （首長が変わ ると施策が変わ

り継 続 で きな くな って しま うこ とが あ るので） 条 例づ く りが必 要 。

・ 子 どもの最善の利益 とは 「お となの都合で子 どもを振 りまわさない こと」であ る。

そのために、子 どもの権利条例が必要。

・ 基本 として、土台 として子 どもの権利条例をつ くらない と 「子 どもの最善 の利益」が保障 さ

れない。

・ 青少年、教育、児童な ど縦 割 り行政によるた くさんのプランに子 どもは付 き合 いきれない。

それ を改善す るために も条例が必要。

・ 子 どもの権利条例 とは『地域再生条例』であ り、今後の 自分たちのまちをど うす るのかに直

結 している。

・ 「子 どもの権利条約」が唱 えてい るいろい ろな問題は、 もはや一市町村 の問題 では無 く、諏

訪圏域六市町村が共通の認識を もって考 えてい くことが急務である。

（ 12） 議論の進め方について

・ 本 日分科会で行 われた、この ような話 し合いが何回 も繰 り返 し行われ ることが重要。

・ この よ うな話 し合いの中か ら、子 どもたち とどのよ うに向き合 い支援 できるのか、各々の立

場 の違い も認識 し理解す ることができる。

・ この分科会の ように、具体的な現場での意見 を聴 きなが ら話 し合い を進 めるのは大変難 しい

と思 うが、この分科会 をきっかけ とし、皆で議論を積み重ねてい くことが大変重要である。

・ これか ら、皆で話 し合 ってい くきっかけになるフォーラム、分科会になれば良い と思 う。

・ い ろい ろな 立場 、組 織 、 団体 な ど多 くの方 がデ ィス カ ッシ ョン し、ネ ッ トワー ク をつ く り、

こういったテーブルの上で議論 を繰 り返す ことが とて も重要。

2 、まとめ

それぞれ の立場 や視点か ら自由に発言を していただきま した。

子 どもとまちの関係 について互いの意見 を聞 く機会 を持 つこ とがで きた ことは大変な収穫で した。

本分科会 がきっかけとな り、今後、 自治体や N P O をは じめ子 どもたちに係 わるいろいろな組織や団

体の方々が本音で議論 をし、意見交換を積み重ね、その中で 「子 どもの権利条約」 を振 り返って、子 ど

も支 援 の ヒン トを得 る とい う機 会 が必要 だ と思い ま した。

このよ うな確認ができたこ とは、大きな成果で した。
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□第4 分科会を振 り返って

今後、ますます地方分権化が進むなかで、住民に対す る自治体・ コミュニティの果たす役割 と責任 は大

きくなるばか りですム「子 どもにや さしいまちづ くり」は、ま さに『地 域再生条例』に通 じ、地方 自治体が

主導する、子どもの権利条約の実施プロセスです。皇地

2 三重ど逝 去包旦三変皇三じ≦＿と三ろ且；地確かに現在ある状況の中で、子 どもた ちの状況を一足飛びに理想の形 にもって行 くことは不可能である

と思います。 しか し0 歳か ら 1 8 歳までの発達の各段階で、常に子 どもの権利 が保 障 され る仕組みをつ く

ることは可能なはずですょその為 には、 これ までの仕組みを変えて行 くために行政がイ ニシアテ ィブを取

ることが絶対条件 とな ります。行政がイニシアテ ィブを取 るためには、首長が変わっても考え方が変わ ら

ないための法的拘束力のある『条例』 をその核にす る必要があ ると思います。

「子 どもにや さしいまち」を実現す るための枠組 みが提示す る幅広いアプローチは、地 域のニーズ、希望

及び実践 にあわせて修正 され ることを予定 したものであ り、地方 自治体当局者・市民社会・専門家・ コ ミ

ュニテ ィ・主体 とな る子 どもたち等あ らゆる関係者が関与す る参加型のプロセスに他 な りませ ん。そ して

それ らを継続的に保障す るためにも、前述 した とお り地方 自治体では今後、『子 どもの権利条例』づ くりを

早急に検討 しは じめる必要があると思います。

まずはお とながもっ と子 どもを信 頼す ることが大前提 ですが、本分科会がきっか けとな り、今後、 自治

体の中で行政がイニシアテ ィブを とり、N P O をは じめ子 どもたちに関わるい ろいろな組織・団体の方々

が本音で議論 を繰 り返 し、意 見交換 を積み重ね る 「場」をつ くるこ と、その 「場」が増 えることを切 に願

います。そ して各々の立場の違い を理解 した上で連 隣す るこ とか ら個々の活動を補い支 え合い、皆が一体

となって あ らゆ る視 点 か ら子 ども を支 援 で き る体制 をつ くる こ とが重要 カy つ急 務で あ る と感 じてい ます。

（担当実行委員 H ・ 0 ）
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みん 司夢ち 乃tう ん たぎね －しさうがいのある
企画団体 ：社会福祉法人「この街福祉会」

参加人数 ：2 8 名（大人2 8 名）

＜ 企画団体の紹介＞

「この街 福祉会」は、障害のある人 もない人 もすべての人々が地域で支 え合いなが ら、豊かで楽 し

い生活 をお くることを保 障 される社会づ くりを目指 しています。福祉 事業 として『この街学園』『第

2 この街学園』『この街支援セ ンター・ ぽっけのお うち』『清水学園』 の運営を しています。

1．分科会の内容

子 どもの権利条約 の 4 本柱 “生きる権利 、発達す る権利、守 られ る権利、参加す る権利 ”を念頭におき

なが ら、 しょうがいを持った人々のおかれてい る現状についてのレポー トを発表 してもらい、学生、学校

関係者、福祉関係者、議員、行政関係者、一般のそれぞれの立場から考えていきました。

○この街 支 援 セ ン ター 「ぽっ け のお うち」 か らの レポー ト

知的 しょ うがいを持 った人の レスパイ ト（一時預 り）事業の実情につ いて、 日常の様子 をス ライ ド

で紹介 しなが らの説明。

一番大切 なことは、 ‘少 し待 つ ’’ とい うこと。

“少 し待づ ’とは、意見や考えや、行動、言葉、表情、できるかできないかの表明を「待つ」。

待つことによって新 たなきっかけが生まれ、同 じ地域に住む人間同士 として、お互い
の感覚が分か り合 えることにつながるのではないか）

○長野県諏訪養護学校か らの レポー ト

諏訪養護学校高等部の先生 よ り、養護学校をめぐる内外 の 「差別」 の具体例 と、その解決 にむけて

の実践や努力についての話。

【学校内での差別例】
・子 ども同士… 普通学扱 か らの編入生 は、 自分 がい じめを受けてきた場 合が多 く、養護学校では逆

に 自分 がい じめ る側 に なっ て しま うこ ともあ る。

・教師・‥子 どもを見る とき、 しょ うがい名で特性 を判断 して しまい、個人 を見ない

●儲 者… 自分の子どもを、より塩 うが いが 重い 子 とは一緒 に して ほ しくない 、 とい う要 求

園 ・お互いのよさを認められるようなクラス編成

・ 人 を支 え、支 え られ る こ とに よ りお 互 い に生 か され てい るこ とを気 づ く

【 学校外での差別例】
しょうがいを理 由に、アルバイ トや 仕事 を断 られ る。

卒業後の居場所の一つ であるグルー プホームが、住民の反対 で建設できないことがある。

ユ
圏 「みそづ くり」を通 した地域 との交流やスワプラザに子 どもたちが製作 したものを売 る常設

の拠点ができ、社会 に向けて開かれた窓 とな り、子 どもたちへの理解が深 まった。

【 卒業生が社会で受ける差別例】（卒業生 2 名が発表）
就職 した職場 で、「仕事が遅い」などの陰 口を言われた り、避け られた りす る。またお客様の前で注意

され るな どして、 心 に傷 を負 って しま う。

い じめや心ない言葉が トラウマ とな り、一般企業に勤 められ ない、人 と話 した くない、な どの影響が

出ている。

ユ
国N P O 法人「八ヶ岳福祉農園」では、自分の体調やペースに合わせて働 くことができ、いき

いきと働いている。次 の就 労機会へのステ ップ となることも期待 され る。
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○参加者の意見

・ 子 どものために、何ができるかを考 える会 を発足

させた。子 どもが小 さい時期 にや ってあげ られ る

こ とは何 か を探 って い る。

・ 今は養護学校の低学年で温かい環境の中にいるが、

これから子 どもが成長 してい る中で、親 として何

をしていった らいいのか 情報 を集 めている。

・ しょうがい児 を持つ家庭や親 も、社会か ら差別 さ

れ てい る。 こ うい う社 会 を変 えてい きた い。 子 ど

もが、一人の人間 として社会に理解 しても らうた

めに、様々な活動 を してい る。養護学校 内で も、

人権 を考える会を立ち上 げ、学校 との連携 を図っ

てい る。

今 日の資料 で は、「障 害」 との文 字 表 現が な く、「しょ うが い」 とされ て い る こ とが嬉 しい。

養護学校 P T A に留 らず 、育成会や民生委員会 とも連携 してい きたい。

長野市障害ふ くしネ ッ トは、情報 を共有 した り、学生ボ ランテ ィアの心構えな どの情報 も出 して支援

者を増やす活動 もしている。

しょ うがい を持 つ子 と持 た ない子 を兄妹 と して もつ と、社 会 に よ る扱 い の差 を よ り大 き く感 じて しま

う。就労場面でも、一般就労者か らの仕 打ちによ り心の傷 を負って しま うことも多い。サポー ト者 を

増や したい と思っている。

長野市では、学童保育において も色々な所 が選べ 、や りたい事 もメニューの中か ら選べ る仕組みがあ

る。

しょうがいを持っていて も普通の幼稚園に入ったこ とで、ごく普通 に友だちとして受け入れ られてい

る。 大 き くなっ て もそ のま ま受 け入 れ て も らえ るの では ない か と期 待 してい る。

近所に養護学校がある。子 どもた ちの姿 を見て、 自分 と大差ない と感 じてい る。

自分が中学生の頃か ら養護学校 との交流活動があ り、交流 を深めるための勉強になった。
‘個 よ りしょ うがい に 目が 向い て しま う” との指 摘 が 印象 的 だ っ た。

学校で、 自己肯定感の勉強 をしてい る。 あ りのままの 自分 を受け入れても らうこと、一緒 に考 えてお

互い が安心 して暮 らせ る こ とが大切 と気 づ くこ とがで き た。

子どもたちは自分で生きる力・伸び る力 を持ってい る。 自信 がな くなった時に肩 を少 し押 してあげて

いる。

社会の人々は、子 どもたちが どうい う所でつまづ き、傷つ くのか分かって くれ ない ことが多い。その

子に合わせた接 し方 ができれ ば良いのだが。

施設訪問の経験はあるが、なかなか保護者 の方の悩みは聞 く機会がない。

民生委員や 議員 に対 して も、会か らのアプローチをどん どん してほしい。

政治の しわ寄せは、高齢者 としょうがい者 にきている傾向がある。制度改正 も激 しい。 これか らどう

い う社 会に したいのか、生の声を聞 きたい と思って参加 した。

発表 して くれ た卒業生の二人 には、「よ く仕事がんばったね。」 と言ってあげたい。地道 にやってい く

ことが どんなに難 しいか、そ んな中でがんばる姿に力 を感 じた。 この会 に参加で き、そんな姿や力を

感 じられて良かった。

小 さい ときか ら、 しょうがい者 と健常者が一緒に過 ごす ことで、実際 に起きる事を見 て、 ど うしてそ

うな るか を考 える こ と も大 切 だ と思 う。 そ うい う体験 の場 の提 供 も必 要

2 ．分科会を通 して見えてきたこと、提言

権糾条約 1 2 条に、意見表明権がある。

これが大 きな課題である。

何を表明す るの ？誰 に表明す るの ？

自分の考 えを上 手に伝 えられない、誰 に伝 えていいか分か らない、発信 してい ることを受け取 って もらえなV㌔

そんな しょうがい者 の状態か ら、

周 りの人 と本 人がお互いの気持 ちをどう受 けとめて、伝 えてい くのか

地域 に しょ うがい を持 つ 人 た ちの こ とを ど う理 解 して も ら うか

地域の偏見を減 らしてい くための正 しい情報の伝 え方 と生か し方 は

今 日はそれ らを考える契機 となった。

共に支 えあって生きるために どうした らよいか、考えてい きま しょう ！

（コーデ ィネー ターの中村 さんのま とめ）
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子だものころのワウワウを忘れ掛 lど J
長野県チャイルドライン推進協議会

兼重コーチング事務所 兼重尚子

2 4 名（大人2 4 名）

＜ 企画団体の紹介＞

200 7 年 4 月長野県チャイル ドライン推進協議会を設立。

チ ャイル ドライ ンながの （20 04 年 5 月 5 日設 立）、チ ャイル ドライ ンす わ （200 5 年 5 月 5 日

設立）チ ャイル ドライ ン うえだ （2006 年 6 月 10 日設 立）で成 る。 現在 3 団体 にお いて毎週月

曜日か ら金曜 日、長野 県すべ ての子 ども（18 歳 まで）を対象 に、子 どもの声 を受 け止 め るチ ャ

イル ドライ ン（子 ども専用電話）を運営。県の補助金を受け、県全域の子 どもを視野に入れた

取り組みは、「新 しい公共」 として全国でも話題にな り、今後の行政 と民間の協働の取 り組み

の先駆 け として注 目され てい る。 3 団体が連携 し、行 政 との協働 を推 し進 め、子 どもの声を社

会に発信 し、 よ りよい社 会環境づ く りを 目指 してい ます。

1 、分科会の内容

『大人のあなた自身が充実 した人生を送っていれば、子 どもにだって大きな気持で関われるは一札

子 どもの可能性を、大人の勝手な判断で摘み取るのではなく、

子 どもの わ くわ くす る、大 好 きな こ とを た くさん謎 めて あ げま し ょ う。

そ して あ なた 自身 の ワ クワ クす る こ とを思 い 出 し、人 生 に と りいれ る、

そんな ワー クシ ョップを行います。』

のメッセー ジに興味を持 った方たちが集 ま りま した。

○最 初に講師の兼 重さんか らのワー クシ ョップ参加への 4 つの提 案、

① 楽 しも う

② 相互 サ ポ ー トを しよ う

③秘密を守 る

④誰 も間違っていない

○まずは 1 対 1 で自己紹介ム

①子 どもの頃ワクワク して注 目していたテ レビ・映画・まんがについて、

それの何 に魅力を感 じたのか

それの何 が好きだったのか

ど こに ワク ワ ク した か
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② 学生時代に夢中になった事、熱 中した事について

それの何に魅力を感 じたのか

それの何が好 きだったのか

どこに ワ クワ ク した か

○相手を換 えて

③ 子 どもの頃にな りたかった職業・ どうしてこの職業 に就きたかったのか・ これか ら自分の就

きたい職業について

自分 は ど うい う気持 ち にな りた い か

自分 の ワク ワクの エ ッセ ン スは何 か

例えば、旅・知 らない世界・ 山・森 ，

ワクワクのエ ッセンスを現在 の生活に意

識的 に取 り入 れ ま しょ う。

ちょっ と した こ とで もい いん です よ

○最後に5 、 6 人のグループに分かれて

今 日の感想・ これか ら自分のや ってみ たい ことを出 し合いま した。

2 ．分科会を通して＜ 主催者の感想＞

「本当に自分が手に入れたい ものは何なのか」 とい うものが少 しわかった ような気 がす る

と言っていた参加者 もいま した。

人 と話 す こ とに よって 「ああ 、 こ うい う風 な考 え方 も あ るんだ 、 自分 っ て こ うな のか も」

と心 の中の風 通 しが よ くな っ た と思い ます 。

＜ 兼 重 さんの 当 日資 料 よ り抜 粋 ＞

1 ） 私は親である前に一人の人間 として自分 の人生を生 きますム

自分の人生は自分で選択できます。まず は親のあなたが実践 して、子 どもに伝えてい きま しょう。

2 ） 子 どもの好 きなこと、得意な こと、つ よみ （特徴） に気がついてポジテ ィプな言葉で伝えていまう㌔

丁 寧 に認 めて い きま し ょ う。そ うす る こ とは、子 ど もの 個性 の強化 につ な が り、子 ども 自身 も 自分

の こ とを知 っ てい きます去

大人 になってか ら「何が したいかわからない」にな らない よ うに。

3 ） 話だけでなく気持 ちもちやん と聴いていますム

自分の価値判断で評価せず、相手の気持 ちも含め、相手を理解 しま しょう。

自分の考 えはいったん脇にお き、 目の前の相手 （子 ども）の思いや考 えを、まず受け入れます。い

く ら子 どもで も、私 とあなた は 「違 うひ と」 な の だか ら

0 －

拳

夢蒜謁 義顛

2 0 0 7
チ ャイ ル ドライ ン

夢メ ッセージ展

「 子 どもたちに伝 えたい わた しの思い」

同時開催 しま した

は
耶
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取
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子ゼもの人権 一今、学校・家庭・地域で一
企画団体 ：親育ちの会 中村 健

講師 ：親育ちの会

参加人数 ：19 名（大人 19 名）

＜ 企画団体の紹介＞

子育ての悩み、子 どもと親の心の問題、社会で子 どもを育てる、な どについて勉強会を定期的に

行うと同時に、“思春期安心講座”を年 1 回開いている。

由 らい

子 どものい じめ・不登校の問題 は、その原因を他 （自分以外）に求 めるのではな く、学校・家庭・地

域で、子 どもと関わる大人が、三豊も且⊆塾生る畳互二蓮塾を遜塵金堂塑三見直宜 ところから、解決への

道 が踏 み出され るのではないで しょうか。

これを見直す手がか りとして、守 られ るべき 「子 どもの人権」 とは何か一緒に考 えよ う。

1 、分科会の内容

○参加者それ ぞれが子 どもとどの よ うに関わってきたか・い るかを語 っていただいた

○何人かの体験談を元 に、子 どもを取 り巻 く社会問題 、大人・親・ 地域・教師・学校が抱 える問題に

ついて話 し合った。

①親が抱える問題 ： 困る親 （学校に行 けない子は問題 ？）

→ 子 どもに相談 されない親

→ いろいろな ところに相談す る

→ 精神科外来・ フリースクール

→ 子 どもの あ りの まま を認 め る

一 元気 ？に不登校

②学校、教師の問題 ：教師の初期対応 の大切 さ、チームを組んでの対応、教育にお金をかけない国

③ 子どもの交流 の場 「しがっ子 クラブ」：

子 どもの 自主性、大人 が関わる度合 い、地 域の大人 の支援 によ り親 も変わ る、

行政の支援

④子 どもの表現活動 「フィール ド」：

子 ども達が 自分 を表 現す る力 を育てる。人 のぬ くも りや気持 ちを感 じること

が大切。子 どもの自主性を生 かす難 しさがある。

○子 どもを取 り巻 く問題 について、解決方向を探 る様 々な論議が された

①親や教師がよかれ と思ってやっていることが、子 どものためになってい るのか ？

何が子 どもに とって幸せなのか ？

②社会 の中で、子 どもも大人 も不安 を抱 えてい る。国は子 どもの問題 に どう向き合 っているのか ？
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③子 どもに “頑張っで ’とい う場合、その中身は ？

④「不登校」 もやっと認 め られ るよ うになってきたが……

⑤政治の立場、地域で関わってい る立場な ど、様々な意見がある

⑥「権利」の前に、家庭・ふ るさとのあ りよ うが大切。

⑦「自己主張」は 自分をカ ツコの中に入れて、人 を非難することにはな らないか。

－ 自分 が本 当 に認 め て も らえな い か ら、 こ うい う姿 も出て くる ので 古も

⑧「い じめを絶対に許 さない」 とい う時、逆にそれ は 「絶対的権力」 を生むのではないカ㌔

⑨子 どもの不登校 はキッカケで、親が変わ ることが大切。 関係性 が重要。

⑩安心できる相手には、意見が言 える。

“「安心感のある関係」がで きてい るのが ’が共通の問題 として見えて きた。

地域で、 家庭 で安心できる関係 をつ くってい くことが課題。

2 、分科会のねらいと果たせた役割

／子どあの劇 条抱／仁蹴 、をあつためのきっかげづぐク

今回のワークショップは、主催者側が結論 をもっていて、それ を参加者 に示そ うとい うものではあ り

ません。

参加者がそれぞれ の考えを交換 しなが ら、守 られ るべ き 「子 どもの人権 」 とは何 かについて考えると

き、「子 どもの権利条約 についてもっ と知ってみたい」と思 う人 が一人で も多 くでることが望みで した。

参加者の中には、分科会の案内にある第 7 分科会の内容（趣旨） に、「子 どもの権利条約」の

意味・実態などについて具体的なノ馳 さ役 られる＿ことを劫桂した．望＿、子どもを取 り巻 く社会問題に対 し

てもっ と深みのある話 し合いができることを望んだ人 もあったよ うですが、限られ た時間の中では、そ

れは困難なこ とで した。

子 どもが犠牲者 となる悲 しい事 件をな くしてい くためには、子 どもと関わる全ての大人が、子 どもが

置かれている今の大人社 会の問題点 を、他人事 としてではな く自分の問題 として考え、“子 どもの人権”

を視点にして「子 どもの権利条約」について、まず一歩踏み込んで学ぶ姿勢が大切ではないで しょ うか。

この分科会が、 この一歩の実践に繋がるのであれ ば、その役割 は果たせたのではないか と思います。
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インターネットと 子ゼ もたち － ネットの闘ゎlら

企画団体 ：N PO 法人 マザーポート汀ながの

参加人数 ：18 名（大人18 名）

■・b l たい －

＜ 企画団体の紹介＞

当法人は情報機器指導の専門家であ り、かつ子育て真っ最中の父親・母親が中心 となって構成 され

ています。ネ ッ トにつ いての専 門的な見識 と子 育て 中の親 として の 目を通 し、日々 目ま ぐる しく変化

するネ ッ トと子 どもの 関わ りについ て考 え続 けています。

昨 今増発 してい る子 どもとネ ッ トが関わ る事件・ トラブル 、そ してネ ッ トい じめの問題 を深慮 し、

地域の集 まりや学校教職員および／J、中高校生への講演を中心に啓発活動を行 っていますムまた子 ども

専用 にネ ッ ト トラブル無料相 談窓 口も開設 しています。

知 らぬ は大人 ばか りな り。まず は子 どもがネ ッ トとど う関わ ってい るのか に関心 を持 ち、大人 とし

てど う向 き合 うべ きか を一緒 に考 えて くだ さい。

1 ．分科会の内容

○イ ンターネ ッ トの負 の部分の現状

・ アダル トサイ トに出回る、 ミニスカー ト姿の女子高生や運動会での体操服姿の子 ども達が盗撮 された写

真。 自分 の身を守 ることについて もっ と話 してい く必要 性がる。 また、いま どき、運動会で写真 を撮 っ

てい るのは保護者 とは限 らない。

・「アダル ト」で検索すれ ば、三百万件以上の ヒッ トがあ り、写真・動画な ど無修正な ものが 目に入 って く

る。昔のよ うに、週刊誌 などを見て想 像を膨 らませて ドキ ドキ していた時代 とは全 く違 う。今 は興味を

持 てば、想像力 な ど必要 ない。見 るだけでな く、実行までできる情報が簡単に手 に入 る。

・家 出 したければ電車代 と携帯だけあれ ば、あ とはい くらで も泊まる ところは見つか る。

・パ ソコンゲームの中には、強姦・妊娠・堕胎な ど何でもあ りのゲー ムがある。真似 をして育ってい くの

が子 どもなのに、罪悪感・背徳心な どの感覚が麻痺 してい くのではないか。

・ブログに 日頃の悩み を綴 っていた女の子が巻き込まれ る事件 があった。 その子に とって相談をす る相手

がネ ッ トだった と言 う事 に着 目したい。 なぜ 周囲の大人ではなかったのか ？ネ ッ トは基 本的に否定 され

ない。書いている子 どもの環境 も背景も知 らない者が、その子 どもが書いて あることだけに対 して同調

す る書 き込みを してくる。無責任な常に優 しい世界である。 これが子 どもの育ちに本当に必要 なのだろ

うか ？選 択 の 一つ と してい い の だ ろ うか ？疑 問 で あ る。

・ネ ッ トの世界でお金儲けをす る子 ども達 もい る。 自分 が見たい と思 う所をク リックす ると全 く別の関係

の ない サイ トへ飛 んで行 って しま った りす る こ とが あ るが 、 それ は 「ア フ ェ リエイ ト」 とい う形 の仕 組

まれ た広 告 で あ る （月 5 ・ 6 万 にな る）。 また 、 ゲー ムの キ ャ ラ クター を育 て て売 る とい うゴール ドフ

ァーマ ー とい うもの もあ る。詐 欺 サ イ トへ い っ て しまい 、 ひ どい 目に あっ てい る子 ども もい るが、 うま

くお金 を手に してい る子 ども達は、将来社会に出てまっ とうに働 くのが嫌 になるのではないか。

・長野県教育委員会 の とったア ンケー トでは、メル友に会 った ことがある子 どもは小学生 4 4 ． 4 ％、中

学生 2 3 ． 5 ％、高校生 3 4 ． 1 ％ とい う結果 が出ている。 中学生の会った相手 としては、高校生が 7

割 、大学生が 3 割 となってい る。ネ ッ トの中では どれもが 「出会い系」 としての機能を果たす ことを保

護者 は知ってい るのだ ろ うか ？昔であれば手紙 であった り、電話であった りして子 どもの置かれている

様 子が親にもわか り、子 どもを心配す る親の愛情で、うるさが られなが らも危険 を伝 えることがで きた。

親の愛情 を受 ける機会 さえもネ ッ トは奪って しまっているのでは

・ ネ ッ トい じめ はな くな らない 。 ネ ッ トで は面 と向 か ってい えない こ とも言 えて しま う。ネ ッ トは公 共 の

場であ り、誰 が見てい るか、 どんな人が見ているのかわか らない。 面 と向かって言 えない様な事 はネ ッ

トに書 くべ きで は ない 。 ネ ッ トは 自己中 を よ り強 くす る ツール で あ る。 誰 が書 い た かわ か らな い ので ト
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ラブルになっても書いた者勝 ちで、ケンカ両成敗にな らな

い。理不尽なことがまか り通 っている。傷付いた子 と同等

な罰を受けるべきだっ買い与 えた責任、教 えた責任 を問 う

べきである。場合によっては様々な措置を とることで抑止

力とな り、子 どもを守 れ るの では ない か 。

メデ ィアか ら受 け る影 響 は 、そ の ま まネ ッ トに もあて は ま

る。ネ ッ トは速 くなければな らない、速いのが第一優先で

ある。小学校の うちか ら調べ学習な どを行 う上で必要 とさ

れてい るが 、本 当に そ うな のだ ろ うか ？む しろ子 ども達 の

生きる能力を低 下させているのではないだろ うカ㌔ 自己責任 といわれてい るのだか ら、パ ソコンを手に

した子 どもたちを法律 によって守 ることは今はできない。「正 しく使い こなせ る教育 が必要だ」 な どと

言っている たちか らも、いつ誰が何 をど うやって といった具体的な話 は全 く出て こない。

ネッ トよ りも魅 力的 な人 間 関係 をつ くっ てい くこ とが大 切。

○参加者の感想
・ どこか らどうしていいのかわか らない し、ネ ッ ト社 会についてい けない。

・保育士をしてい るので今 日勉強 した ことを若 いお母 さん達に伝 えていきたい。

・普段接 している子 ども達 から聞 く携帯 の話がす ごい。今の子 ども達 はこれ があって普通だ と思ってい る。

アブノーマルが主流で、色んなこ とを考 えて も出 口がない状況っいい悪いで はな く、指導者 としてでは

な く、子 ども と同 じ視 点 に立 っ て、好 奇 心 を もって こ うい う世 の 中 であ る とい う事 を大人 が知 っ てい く

こ とを大人 た ちは して い かな くては な らな い と思 う。

・今 日の話 を聞いて、 も う使い方 を教えてい く段階ではない と痛感 した。法律でなんとか してほ しい。

・チャイル ドライ ンに関わっている。 た くさんの大人 に危険な現実を知ってほ しい。怖 さを知って、だか

らやめよ うと思 う子 どもを育てていけた らと思 う。子 どもを信 じたい。学校の授業 に是非いれ てほ しい。

鰍ク．・鰍 棚卸l磁 を伴 わないとい うこと。

・こんなにも子 どもの事 を知 らないのか と思 った。例えば、2 0 歳までは不使用な どの法律 をつ くってい く

ことは ど うか ？ど うや って規 制 で き るの カ㌔ 何 かや らな い とい け ない と感 じて い る。 純 粋 な子 どもを信

じて、与えて しまって本 当にいいのか ？

・不登校になった子 どもが、友達 と連絡 が取れ るよ うに とパ ソコンを与 えた。一長一短で何 とも言 えない。

電話会社にもそろそろ考 えてもらいたい。

・子 どもの話 を親が よく聴いてや ることが大切だ と思った。

・ これから子 どもを産み、育てる立場だが、監督責任 を問われて もそれができるかノL膚已 今 日の話 を聞い

て、余計に怖 くなった。

・大学生 児童ポル ノを規制す るのはいい と思 うが、他 を規制す るのは どうか と思 う。今 日の映像 を見て

も、普通 に目にす るものなので驚 きはない。二面性についての話があったが、人の二面性 は昔か らあっ

た もの で あ り、 ネ ッ トの影 響 とい うわ け では ない と思 う。

敵クノヨーロッパ翻 らか〆禎群抄jできつつあるようだ
∧、イブ 羽貨ネッ ∧威抄jカ吻〕る。

石れ塀 の ／めい ちまちノ ？で珠

虎著者の申し合わせ夢蘭によク、小中学生御 難 になっている。
公衆プ露榔 j、プす んでいるメjこ磨妻帯を待たなぐて邑J野らないよう〆こ

L ている材 邑ある。

2 ．分科会を通 して見 えてきたこと

求 め られ てい る のは “今 で きる こ とは な にが ’ とい うこ と

今の子 ども達 に向けて、今子育て中の親 に向けて、子 どもの周 りにいる大人たちに対 して、もっと具体的

な今 で き る事 を提 案 してい くこ とが 求 め られ てい る と感 じた。子 ど も達 は この環境 の 中で 日々育 っ てい く。

法が整備 され、環境が整 うまで待 っていては くれない。大人や子 どもに危険 を伝 えるための講座や、パ ソ

コン・携帯の各種 フィル ターの紹介な ど、また、各地 で実施 されている取 り組みについても情報 をまとめ

紹介 してい くことが、それぞれ の立場 でのネ ッ ト社会 の環境改善の一歩 を促す と思 う。
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子ゼもの身近ご自由に適ペる囁をつくろう ー公歯とつレーバーウ
企 画団体 ：信州ハチドリねっと湧～く

講師 ：堀 川 明（信州ハチドリねっと湧～く）

宮坂浩一（元諏訪圏J C ）

石塚祐太（新宿戸山プレーパーク・プレー リーダー）

参 加人数 ： 1 7名（大人 1 1名、 子ども 6名）

＜ 企画団体の紹介＞

「ハチ ドリのひ としず く」の よ うに、自分 にでき るこ とを こつ こつ と実践 してい く人 の情 報 と人

間のネ ッ トワー クです。

それぞれが 「美 しい地球を子 どもたちに」残すため、環境、平和、命 を守る行動 を「非対立」

で行っています。

1 、分科会の内容

0 2005年にや まび こ公園にて開催 されたプ レーパー クの紹介 宮坂氏 （元諏訪圏 J C ）

○公園内プ レーパークの紹介 石塚氏（新宿戸山プレーパーク・プ レー リーダー）

○外に出て皆 で体を使 って レク レーシ ョン ：人間の輪な ど

○とっておきの遊びを絵 日記 に してみ よ う ：それ ぞれ好 きな場所に移動 して、絵 日記に描 く。

大人 は、子 どもの頃の とってお きの遊びを思い出 しなが ら・・・

子 どもは 「自分 の思 う」 とってお きの遊 び を…
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○会場に戻ってそれぞれの絵 日記の発表会 ：

泥ん こになって思い っき り遊んだ。お墓で遊んだ思い出な ど

○それぞれの とっておきな遊びの出来 る、 とってお きの遊び場を描いてみ る ：

2 つのグループに分かれて模造紙に描 く。

2 、分科会を通して見えてきたこと、提 言

○大人 と子 どもの共同作業

分科会を担当す るきっかけとなったのは、単にプ レーパークを作 りたい とい うものであったので当初

は権利条約 とは直接に結びつかないのではないか と思っていま したが、 「夢 の遊び場を描 く」 とい う共通

のテーマに沿ってひ とつの形 をつ くりあげてい くプ ロセスに 「子 どもの権利条約」のめざす大人 と子 ども

の関係が描かれていたのではないだろ うか⊃

○プレー リーダーの力量を痛感 ！

ワー クショップを進めてい くときに、担当者の予想 していなかった事態が起きたことを付 け加 えてお

きたい と思い ます。

参加者の一人に登校拒否 を経験 した方がいま した。

ワークシ ョップの形 が学校 の授業を思い起 こ して しまったよ うで、途 中で気分が悪 くなるとい う事態

が起きて しまいま したが、担当がまった く対応す ることが出来ませ んで した。

ワー クシ ョップの 間 、プ レー リー ダー の石 塚 さんが マ ン ツーマ ンで の対 応 を して くだ さい ま した。

その姿を見なが ら考 えた ことは、今までは子 どもたちが 自由に遊べる場 を作ることが第一の課題 であ

ると思っていましたが、実際に遊びを考 える機会を持 ち、プ レー リーダーの違 う面 に触れた ことで、

「場所 ももち ろん必 要 だ が、 プ レー リー ダー の よ うな人 がい る こ とで、 どこで も 自由 に遊 べ る場 に な

るのではない机

と思 うよ うにな りま した。子 どもの傍 らに い る大人 の存在 の重 要性 を痛 感 しま した。

今後は、そんな大人 が地域に増 えてい くことも視野に入れなが ら、プ レーパークをつ くる活動 をしてゆ

きたい と思い ます。

i ’（
」＼フ ノ

励
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アワり巾の山l士な良

企画団体

講師

参加人数

1 、分科会の内容

l ▲

′

－マラウイの村の子ゼもたち
ボランティア専門学校海外派遣員

斎藤えりか・半田裕

2 1 名（大人 13 名 子ども8 名）

まず、マラウイの位 置、そ して文化や暮 らしを、

クイズや写真、映像 を通 して解説 しま した。

そ して、マ ラウイ の子 どもの様子 を、

・アフ リカ とはいえ、一年 中暑いわ けではな

く、毛布が必要な時期があるんだ

・ ゾウやキ リン、シマ ウマ などの動物 がその

辺を歩 いていた りす るわけではないんだ よ

教育制度や子 どもたちの一 日の過 ごし方、遊び道具などを通 して見てい きま した。

最後に、マ ラウイの子 どもたちが直面す る問題 を探っていきま した。

その中で、次のよ うな ことが大 きな問題点です。

・ 十分な医療、食事 を得 ることができない こと

・ 家 の手伝いや学校 までの距離が遠いために学校に通 うのが困難 なこと

・ 子 どもが 「教育を受ける権利 をもってい る」 とい う社会の認識が薄いために学校に行 くことを最優先 と

して も らえな い こ と

＜ 参加者の様子・感憩＞

参加者 か らは、工夫 された玩具 に感心 した。マ ラウイにも 日本 と同 じ遊びや歌があることに親近感をも

った とい う声や 、写真や映像な どがた くさんあったのでわか りや すかったな どとい う子 どもたちの声があ

りま した 。

ただ、参加 していた子 どもたちは楽 しんでいま したが、大人の方達か らは、具体的 に子 どもの権利条約

とどの よ うな 関 わ りが あ るの か な ど、権 利条 約 に結 び 付 け て もっ と深 く解 説 して ほ しか っ た とい う声 もあ

り、大人の方達には少 し物足 りなかったのかな と思います。
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2 ．分科会を通して見えてきたこと、提言

この分科会では直接条文 を読むのではな く、マラ ウイの子 どもたちの現状 を写真や映像か らしることで

子どもの権利条約 について考 えていきま した。

マ ラウイの子 どもたちが実情を通 して、 日本 の子 どもたちには ど ういった権利が保 障 されてい るのか、

また逆に、 日本の子 どもたちに保障 されていない権利は何 なのか とい うことを考 え られ た と思います。

日本で保障されてい ること……医療や福祉 などの生 きるための権利、教 育を受 ける権利。

自分たちの持ってい る権利を権利 として認識 し、最大限利用 してもらえるよ うに

なればいい と思いま した。

日本 ではあま り保 障 され て い ない こ と‥‥‥意 見 を表 明す る権利

マラウイでは子 どもたちも、家の手伝い、村の中の高齢者のケアや収穫 をす るな

ど、子 どもたちがコミュニティの中で も重要な役割 を担っています。 そのため コ

ミュニティの中で意見 を表 明す る権利は 日本 に比べて強い よ うです。

日本で はまだ まだ子 ども を社 会 の一 員 と して扱 い、 意 見 な どを 聞 くとい うこ とが少 ない よ うに思 い ます。

そこで、積極的に子 どもたちの意見を聞 き話 し合 いの場を設 けその意見を社会に反映 させ ることが必要だ

と感 じま した。 そ うす るこ とで子 どもた ちに 「自分 た ちが社 会 の 中で役 割 を担 って い る」 とい う自覚 が生

まれ 、成長 に もつ なが り、 コ ミュニテ ィ も盛 り上 が って い くの で はな い で しょ うカ㌔

分科会⑩

ア フ リ カ の 小 さ な 国

－マ ラウ イの村 の子 ど もた ち －

‾■マ つ り イ ¢＞孝i の 言 と ゎ た ち 一＿
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C A P 訴となワークショッつ／C A P 子ゼ 8 ワークショサワ

企画団体 ：C A P しなの

講師 ：C A P スペシャリスト

参加 人数 ：大人ワーク 9 名、子どもワーク 8 名

＜ 企画団体の紹介 ＞

C A P は C h i l d （子 ども）、A s sault（暴力）、Prevention（防止）

の頭文字を取ったもので、子 どもたちに「暴力にあいそ うになった時に何ができるか」を伝 え、

子どもの 「自分 を大切に思える気持ち」を育てる人権教育プログラム。

C A P しなの は、長 野県 のすべ て の子 どもた ちに C A P を届 けたい とい う思い か ら、2001

年に発足 した 日本で 115 番 目のグループです。

C A P スペシャリス ト養成講座を終了 し、 I C A P 認定資格を持 ったメンバー と協力者で構

成されています。伊那、木曽、佐久、諏訪、松本地域等にC A P ワークショップを届けていま

す。

現在、ワー クショップ 340 回、約 1 4 ，0 0 0 人の子 どもたち、保護者、教職員、地域の人々

に届 けています。
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1 、分科会の内容

3 6

おとなワークショップ 子 どもワークショップ

①c A P の暴力防止教育とは

②子どもワークショップの紹介

（ロールプレイ）

③保護者、地域の大人にできること

安心な地域作 り

①特別に大切な 3 つの権利について考える

一安 心 ・自信 ・自由－
② ロールプレイ （役割劇）と話 し合い

・いじめ （子供同士の暴力）

・誘拐 （見知 らぬ人からの暴力）

・性暴力 （知っているひとからの暴力）

・先生ロールプレイ （信頼できる大人に相談する）



＜ 参加者の様子・感想＞

大人 ワー クシ ョップ

・ 子 どもの大人化 、大人 の子 ども化を感 じることが多 く、大人がや るべき ことが

やれていないことに危機感 を感 じます。大人のあいだにもア ピール していきたい。

・ 子 どもの話 を受 け止めてあげることの大切 さを感 じた。や は り、生 きる 「権利」

の中にも義務がある と私 は思 う（地方議会議員）

子ど も ワー ク シ ョ ッ プ

・ さけび 声 を もっ と子 ど もに教 えて あ げ たほ うが良 い と思 う （6 年）

・ 自分も大人 になってか ら暴力をや らない よ うに した。他の人、 自分 の権利 を取

らない よ うに 自分 の権利 を守 りたい （6 年 ）

・ 子 どもはいつでも安心 して 自信 をもって自由に してよい ことがわかった （3 年）

2 ．分科会を通 して見えてきたこと

C A P は

子 どもには大切な権利があること

又、 自分の権利や友達の権利を守 る力 がみんなにあること

を伝 えています。

今回、分科会 をや らせていただき、少 ない人数 ではあったが、いろい ろな地 区か ら集まった子 どもたち

が、 ワー ク シ ョ ップ の あ と

「自分には権利があることがわかって よかった」

「他 の人 の権 利 を と らな い よ うに した い」

と感 想 を述 べ て くれ た り、又 、子 どもた ちが 自 ら楽 しく集 う姿 を見 る こ とが で きま した。

これ か らも 「子 ども にや さ しい ま ちづ く り」 の輪 を広 げ るた め に、私 た ち C A P と して で き る こ とをや

り続 けてい きたい と思 い ます 。

また、今 回 の フォー ラム で、子 どもの 問題 に取 り組 む多 くの人 々を知 る こ とがで き ま した。 フォー ラム

をきっかけにみんなで力 をあわせ ていける と良いですね。
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子ゼもに臥 l壕囁づくり
企画団体 ：環境プラザすわ

参加人数 ： 21 名（大人 15 名、子ども 6 名）

＜ 企画団体の紹介＞
リサイクル しな くても済む生活 の習慣化 を目指 し、環境問題 を一緒 に考 え、循環型社会を実現す

るために、「自分た ちにできることか ら……」のキッカケになるよ うな提案・講座を行っていますも

拠点をスワプラザ 3 階 に開設 しています。

環境 とい って も、間 口も奥 も深 く、何 を取 り上 げた らよいか迷い もあったが、 自分た ちの活動 を通 して、一緒 に

考えて も らお うとい うこ とで「子 どもと一緒 にこれ か らの環境 について考 えてみたい」を 目的 として話 を進 めた。

1 、分科会の内容

○循環型社会の大切さ

・人形劇 ：ペットボトル物語の上演

・リサイクル は 3 番 目です 。

リサイクル には、お金も資源もかかる。

おばあ ちやん、ママ 、花子 、太 郎のペ ッ トボ トル

をめ ぐって の会話 を通 して…・‥

ペッ トボ トル 工場へ見学 に行 く。

（ペ ッ トボ トル 工場 の様 子はス ライ ドで紹介）

☆ペ ッ トボ トル の リサイ クル

色つき一断熱材

白色一市役所の事務服・ ブレザー

キャップ→建築材

まず は リデ ュー ス。ゴミになるもの は買 わな い、使 わない。次 にリユ ー ス。繰 り返 し洗 って使 う。

○子 どもに伝 えたい諏訪の里山、霧 が峰の 自然について 三村宏 司 さん

・今年は山ぶ ど うなどがたくさんできたので、熊や猪などはお りて こないのでは…

・里 山 とは人間 と自然 とが共に生活 した場所。文化を作ってきた。長野県の 8 0 ％ は里山です。

桑畑 に植 林 したために遮断 されて しまった。

日本 では少 な くなった両生類、西洋ガエルが八ヶ岳 8 合 目ぐらいに棲 んでい る。

・荒れ る里 山

植林 のや り放 しのためにカモ シカに被害がでてい る。

・里山の今の現状

常緑樹では食料にな らない し、また、暗いので動物が隠れて しま う。

シカ：長野県には 6 万数千頭いる。諏訪では 700～800 頭捕獲しているが追いっかない。

狼が絶滅 して鹿が下 りて くるのを防いで くれていた役 目が崩れて しまった。

温暖化 によ り雪が少 な くなったことが影響 している。
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・ 霧が峰について

草刈り・野焼き……牛・馬が機械の導入のため必要なくなった。

雑木処理が増えている（埋設種子が生き返っているので）

雑 木 の利用 としては 子 どもた ちの物 づ くり、チ ップ に して道 にまく、まきストー ブな どに

し

処理 された雑木で作ったバ ッタな ど

＜ フ リー トー ク ＞

・ シカを料理 に使 うことによって生かせないのか

A ：神社 に願い を出す と捕獲す ることを許 して もらえるが大掛か りな方法でない とむず か しい。

捕獲者がいないのが現実。

サシ ミな ど生だ とC 型肝炎にかか る恐れがある。

ジ ブェ料 理 と して 生 カゞ 九

・捕獲は賛成できないので、 自然な生態系ではできないのか

A ：考 えてはい る。ハ クビシンが珍獣 として県指定 されて しまって増 えす ぎている。

人間 と動物の住みわけができていないので出ている。

住 み わ け し、仲 良 くす るた め には え さを あ げな い こ と。

・その他、里山については近年奥山に住んでいた鳥獣が人の住む民家に下 りてきて しま うので、

動物を捕獲することをもっ と積極的に行 うべ きとい う考 え方 も多い中で、原 因は人間にあるのでは ？

そ して他 の動物 と一緒に共存す るための施策（今被害大 とされている猪・シカな どは、狼が天敵だ っ た が、

今はそ うした構 成が崩れ てい る） を考え られ ないのか等の質問が出され た。

これ らの質問を通 して、子 どもと一緒に とはい うものの、大人の生き様の中で、環境 に対す る

態度 として、規範 の欠如 を指摘 された。

○最後 にペ ッ トボ トル を リサイ クル して で きたペ ン をプ レゼ ン トし感 想 を記 入 して も らっ た。

2 、感想・見えてきたこと

わかりやす く、内容的に

も深い話で、参加した人たちは聞き入っていた。子どもたちが話しやす いように、働きかけてくれた

ので、どの子どもも積極的に意見を出してくれた。

・ 里山がかつての機能を果たす ために、今、私たちが何をなす べきなのか。

また、そ のことが次 代 を担 う子 どもたちの 生 きる条 件 にどのようにかか わってくるのか。

そのために、今 、自分たちがやれることを実践していくという事を気づかせてくれ、参加した人たち

が、その思いを共有できたように思えた。

・ 今回のフォーラムに当たって、事前に、環境との接 点をどのように結びつけるかで多いに議論を

交わしたという意味にお いては、私たち自身も多いに考えさせ られ、「子どもの権利」についても

改めて理解を深 められ たように思う。

また、「子 どもの権 利 条約 」とどう関わ りをもってい くか という点で は 、子 どもとどう関わ ってい くか 、

どんな環 境 を作 れ るか 、とい うところで結 び つ い てい くの で はと思 う。
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子ども貫擦力をU P する
企画団体

講師

参加人数

▲

－′

勢十とこねた大人のた助の性の学習講座
：性教育・人権教育ネットワーク

：竹内 未希代先生

： 14 名（男性 2 名、女性 12 名）

＜ 企画団体の紹介＞

性教育と人権教育を組み合わせ、正 しい知識 と有効なスキルを身につけ、自 情をたちあ

げる活動団体です。地域でも家庭でも学校でも実現 したい と願って、長野県および中京・ 関

西・北陸・関東で活動 していますム

1 、分科会の内容

※講 師 よ り

お互いが大事な資源 です。お互いの経験 を共有 しま しょう ！

・思春期の子 どもが受ける リスクに対 してどのよ うに して親 が守ってい くか

・結婚を していない女性 でも4 ～ 5 人に 1 人が暴力被害にあっている実態 がある

・何かあった とき （電車 内での痴漢な ど）、

自分の感覚 を信 じて対応 の仕方・逃げ方な ど考 えていきま しょう。

※討論 の材料 として

ある高校 での学生 に対す るアンケー ト（高校生の S E X は O K ？） につい

＜ 参加者の意見＞

・ 高校生な ら自分の責任で大丈夫……には反 対。

学費 などまだ親に守 られ てい る存在、高校生は自分 を美化 しているのでは

・法律では、女 16 歳、男 18 歳で結婚できるのだか ら良い…・‥には反対

年齢 はクリア していて も、経済的 には 自立 していない。

・子 どもを作 るときにだけすればいい とい う回答があるが、これは S E X を誤解 している。

もっ と と言われ るが、その場にな るとそんな余裕はない。

する／ しないは瞬間の判断ム それ に結果・責任がついて くる。

昔は本屋で成人向けの て、 こっそ り読 む レ／勺レだ った が、

現 在 はイ ン ターネ ッ トで、 何 で も見 る こ とが で き る。

・ 昔の性 教育は、受精 して赤 ちやんが生まれて くるな ど簡単なものだった。

今 の教 育 は ど うだ ろ う。

※講師 よ り

現在は性教育バ ッシングがあ る→政策 を決めるのは主に男性

1996 年 よ り、男女の性経験の差が逆転 した。

高校卒業までの経験者 男子 4 割、女子4 －5 割

中学生 5 ％

4 0



※参加者の受けた教育は

小学校の教育 ：高学年で男女別々に生理について学習

中学校の教育 ：ビデオにて避妊具の付け方など、主に教科書中心

高校の教育 ：教科書にて避妊の方法、性感染症について学んだ

※講 師 よ り

・実際の教育現場では、体の仕組みなどについては丁寧に教えるが、行為については教えない。

「子 どもを作 る ときにす れ ば いい 」 とい う発 言 は こ うい う教 育 を受 けて い るか ら。

最近 は小学校でも生理 の教育を しない学校 もでてきた。

・ ある学校では トイ レにナプキンが散 らばっていた。

これ は もっ とちやん と した 事 を き ちん と教 え て欲 しい とい う子 ど もか らのサ イ ンで

は な い だ ろ うカ㌔

・ 人は 3 回成長す る。

1 回 目 ：誕生

2 回 目 ：直立歩行 し、言語を覚 える

3 回 目 ：子か ら親 になる

大脳の発達

自分の感 情と折り合う

自我の 目覚め

他者 と折り合う

どの人にも 3 人の 自分がいる

はれ ばれ君 ：うれ しい ことがいっぱい、

性的な気持ちへ

性的 な 自分 と折 り合 う

いい気持ち

性的なか らだへ

性的な他者 と折り合う

キレキ レ君 ：つ ら さ、悲 しさを怒 りで表 現 して しま う

もじも じ君 ：イ ヤ な こ と、傷 つ け られ て しま った とい うこ とを言 え ない

性感染症

望まない妊娠

暴力D V

1
3 つ の リス ク を ど うや って 回避 して い くか

子ど もた ち の心 の声 は‥‥‥

大人 はず るい。危険な ことはわかってい るのに、性 に関 して知 らん顔 をしてい る。

真剣に繰 り返 し教えてほ しい。 でも気恥ずか しい思いもするか ら真剣に聴かない ときもあるよ。

でも大人 は何度 でも真剣 に教えてほ しい。大人なんだか ら……

二1

叶‘ 打
肌
肘

2 、分科会を通 して見えてきたこと、提言

機会 と支援 があれ ば、 自己決定す る力がつ く

子 ども を信 じる こ とが で き るか ど うか 。
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生き生ま子膏こ ～執のせなか～親育ち応探Ⅶ グラム
企画団体 ：C U P in すわ

参加人数 ：2 1名（大人 2 1名）

＜ 企画団体の紹介＞

子 どもの権利条約 の中に 「親の責任」が掲 げられています。

「C U P in すわ」では、この ことについて考 えています。

「ノーバデ ィーズ・ パー フェク ト」（完壁 な親 はいない） とい う考 えの もとに、親のあ り方を一緒

に考 えて み ま しょ う。

“親 の生 き方 が子 どもを変える”“子 どもは親 のせなかを見て育づ ’と言われていますが、共 に育

ち合 い なが ら、親 に な って い きま し ょ う

1 、分科会の内容

○自己紹介・アイ スブ レイ ク

誕生月・ 日順に無言で輪 にな り、アイ コンタク トを取 りなが ら意思疎通 もでき気持 ちが和ん鑑

O「C L I P in すわ」について

O N P プ ログラム とは＝完壁な親 はいない＝

ノーバデ ィーズ パーフェク ト（仙 odies P er危ct の略）は、カナ ダで行われてい る親が親 として

自立できるための 「親支援プ ログラム」です。○歳 か ら5 歳までの乳幼児 を育てている親を対象に

作 られま した。 その講座 の様子 を ビデ オでみなが ら説明 した り、参加 した母親 の感想な どをお伝 え

し、理 解 して も らい ま した。

○話し合い

①現在の 自分の生活の中で親の生 き方で影響 を受 けてい ること。

（視点）心に残 っていること。

・ 見えない中で、貧 しい中で親か らもらった愛情。

又反面教師 としての存在、生 き方 eb ．をも らった。

（視点）学んだこ と

・ 勤勉であれ、汗を流 し一生懸命に仕 事を してい る姿。

うそ をつ くな、 いつ で もお て ん と う様 が見 てい る

（視点）親の大事に したこと

・居心地の良い家庭

・ 七夕、お月見、 クリスマスなど行事を常 に家族 と一緒 にした。

② これか らの子 どもに今 、親 のせなかを どうみせるか、心に残ったことや心の変化があ りますカ㌔

・人を大事にす ること

・ 愛 され て い る と感 じる

・人の声の心地 よさ

・子 どもは見てい る

・共感共有する場

・居心地の良い家庭 ，親だって苦 しい よ。子 どもだって苦 しいよ、そんな事 だってあるさ。

・いつも肯定的 に自分 をとらえて くれた親。

子 どもの心に響 く
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・心を込 めて食事 をつ くる真剣に生 きている親 の姿

○ま とめ

・ 自分 の生 き方 を しっか りもつ。

→子 どもにその姿を見せ なが ら……親 の持つ力 を信 じて子育ての応援 をしてい く。

・「完壁 な親 はいない」最初 か ら誰 でも自信があるわけではない。

・子育てをしなが ら親 も親 として育ってい く。 そんな姿を子 どもは必ず見なが ら成長 してい く。

・親が人の声で伝 える （人 を育てる）

・ 親 か ら、 心 に残 るこ と、学 ん だ こ と、伝 え られ た こ とな ど、知 らず 知 らず の うちに 自分 の生 き

方 に なっ て い く。

2 、分科会を通 して見えてきた こと、提 言

・親の姿をみてこどもは育ってい く。

こ どもの 時代 を子 ども ら し く生 き る こ とが、子 どもの権利 を守 っ てい く。

・育児の不安 や親 としての子育てのあ り方 を 「完壁な親 はいない」 とい う自己肯定を大事に した う

えで生 きている親 の姿が子 どもに移ってい くのではないカ㌔
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